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                      第７回 環境法政策学会

                   Japan Association for Environmental Law and Policy

2003年6月7日（土）鳥取環境大学（鳥取市若葉台北１丁目；津ノ井駅徒歩 20分）

――DRAFT――

      プログラム

   10:00～12:00 分科会＜個別報告＞（本部講義棟）＜報告20分、コメント5分、質疑応答5分＞

                    第一分科会 12講義室

                    第二分科会 13講義室

                    第三分科会 14講義室

                    第四分科会 15講義室

                    第五分科会 16講義室

   12:35～12:55 会員総会（本部講義棟 11講義室）

シンポジウム「環境基本法誕生から10年をふりかえる－検証と展望－」
                                 （本部講義棟 11講義室）
       13:00～13:30  ＜特別講演＞〔片山善博 鳥取県知事〕

      13:30～15:30 ＜第１部 報 告＞

       15:30～16:00 休 憩

        16:00～17:30  ＜第２部 パネルディスカッション＞

       17:30～18:00  ＜あいさつ＞〔加藤尚武 鳥取環境大学学長〕

    18:30～    懇 親 会（学生センター1F カフェテリア）
            ～会費 5,000円 当日会場でお支払いください～

＊なお、理事会は大会前日の6月6日（金）19:30から開催

〔注意事項とお知らせ〕

１ 分科会とシンポジウムの詳細は、裏面を参照ください。

２ 参加者は、必ず受付簿にお名前とご所属をご記入願います。

  ３ 開催校への質問等は、下記宛にお願いします。

  ＦＡＸ： 0857-38-6709（鳥取環境大学環境情報学部 及川敬貴宛明記）

  メール： gakkai7@kankyo-u.ac.jp
   地 図：鳥取環境大学HP ＜http://www.kankyo-u.ac.jp/general/access/travel/＞又は第７

回学術大会専用HP＜http://misc.kankyo-u.ac.jp/~gakkai7/＞で参照可能。

４ 当日の昼食を予約販売する予定です。希望者は開催校へ連絡してください。

第７回 環境法政策学会

       Japan Association for Environmental Law and Policy

2003年6月7日（土）鳥取環境大学（鳥取市若葉台北１丁目；鳥取駅前からバス 20分）
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環境法政策学会 第７回学術大会プログラム

《予告なく変更する場合があることを予めご承諾願います》

【分科会】 (サブタイトルは、報告要旨集をご確認ください)

第一分科会 環境法の理念と手続〔 12講義室 司会者：松村弓彦（明治大）〕

①豊中市において SEA は導入可能か  〔藤岡慎吾（関西学院大学大学院）／宇佐見大司（愛知学院大）〕

②2002 年,中国の環境影響評価法                       〔上杉信敬（山口大）／桑原勇進（東海大）〕

③手続的権利としての環境権の法理 〔樺島博志（佐世保工業高専）／松浦 寛 (大阪外国語大 )〕

第二分科会 国際環境法・外国環境法Ⅰ〔 13講義室 司会者：西井正弘（京都大）〕

①地球温暖化をめぐる法的紛争の現状と課題〔岡松暁子（国立環境研究所）／井上秀典（明星大）〕

②生態系（漁業）管理に関する最近の動向 〔古川 勉（岩手大）／岩間 徹（西南学院大）〕

③国際問題としての遺伝子組換え食品       〔長谷敏夫（東京国際大）／磯崎博司（岩手大）〕

第三分科会 国際環境法・外国環境法Ⅱ〔 14講義室 司会者：加藤久和（名古屋大）〕

①「予防原則」の国際法上の地位         〔小山佳枝 (海洋政策研究所)／石橋可奈美 (香川大)〕

②貿易投資の自由化と環境政策の形成 〔原嶋洋平（拓殖大）／作本直行（アジア経済研究所）〕

③米国連邦環境規制における内部告発制度の意義及び課題

     〔田邉朋行（ (財 )電力中央研究所）／阿部泰隆（神戸大）〕

第四分科会 化学物質・物質循環・土壌汚染〔 15講義室 司会者：山田 洋（一橋大）〕

① 1999年医療廃棄物輸出事件における法使用の分析

〔鶴田 順 (東京大学大学院 )／臼杵知史 (明治学院大 )〕
②化学物質等のリスク管理への情報手法活用のあり方   〔増沢陽子（鳥取環境大）／新美育文（明治大）〕

③合衆国ブラウンフィールド･プログラムの意義〔牛嶋 仁（福岡大）／大塚 直（早稲田大）〕

④改正化審法と米国 ,EU,韓国の化学物質管理法との比較と課題

  〔大島輝夫（化学品安全管理研究所）／浅野直人（福岡大）〕

第五分科会 自然・生態系〔 16講義室 司会者：畠山武道（北海道大）〕

①鳥獣保護法の改正にみる野生動物保護規制の解釈と運用

      〔滝口直樹（環境省）／坂口洋一（上智大）〕

②諫早干拓事業の法的評価と今後の方向性       〔田中 謙（長崎大）／古城 誠（上智大）〕

③自然公園法に新設された『利用調整地区制度』の効果的な運用のための課題

〔加藤峰夫 (横浜国大 )／平松 紘（青山学院大）〕

④FSC 森林認証と環境の保全            〔富井利安（広島大）／畠山武道（北海道大学）〕

【シンポジウム】[環境基本法誕生から 10 年をふりかえる－検証と展望－]

☆第１部 報 告☆ 司会：富井利安（広島大）、藤原猛爾（弁護士／立命館大）

13:30～13:50 環境基本法の立法の経緯・意図： 淡路剛久（立教大）

13:50～14:05 環境政策の範囲 ： 柳 憲一郎（明海大）

14:05～14:30 理   念 ： 山村恒年（弁護士／法学博士）

14:30～14:55 責任原則 ： 大塚 直（早稲田大）

14:55～15:20 手    法 ： 大久保規子（甲南大）

15:20～15:30 コメント ： 浅野直人（福岡大）

……………… 休  憩（質問票回収）………………

☆第２部パネルディスカッション☆  司会：礒野弥生（東京経済大）、柳下正治（名古屋大）

16:00～17:30 パ ネ リ ス ト①浅野直人（福岡大） ②大久保規子（甲南大） ③行政：小林 光（環境省）

④行政：中薗 哲（北九州市） ⑤産業界：山口耕二（ＮＥＣ） ⑥ＮＧＯ：浅岡美恵（弁護士）


